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平成
28（2016）年

「未来創造　福知山」多様性あふれる高次機能都市をめざして「未来創造　福知山」多様性あふれる高次機能都市をめざして
第1046 号　第1046 号　

LINE ＠で福知山の
イベント情報・
観光情報など
お届けしています！

福知山市のイメージキャラクター福知山市のイメージキャラクター

酒呑童子酒呑童子 ドッコちゃんドッコちゃん

おもな内容おもな内容
■市バスの運行内容の見直しを検討……P6■市バスの運行内容の見直しを検討……P6
■おもな施設 年末年始の開館案内……P7■おもな施設 年末年始の開館案内……P7
■第10回福知山のうまいもの展……P11■第10回福知山のうまいもの展……P11
■キラリ☆ふくちやま「■キラリ☆ふくちやま「野野

のの

田田
だだ

恒恒
つねつね

幸幸
ゆきゆき

さん」……P16さん」……P16

「広報ふくちやま」にあなたが写っていたら、写真（L判）を１枚差し上げます。　■秘書課広報係（TEL24-7000・FAX24-7023）

わがまちの安心安全を
　　支える福知山市消防団……P2

特集
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わがまちの安心安全を
支える福知山市消防団
近年、局地的な豪雨や台風、地震などによる災害が全国で多発しています。
大規模災害が発生した時、行政や消防署だけで対応することは困難です。
そんな時、地域の実情を知り、即座に現場に向かう消防団は、地域の安心安全を
守るうえで欠かすことのできない存在です。

特　

集

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
精
神

　

福
知
山
市
消
防
団
は
、
29
分
団
１
８
７
２

人
の
団
員
（
10
月
末
現
在
）
で
構
成
し
て
い

ま
す
。
消
防
団
は
、
常
勤
の
消
防
職
員
が
勤

務
す
る
消
防
署
と
は
異
な
り
、
火
災
や
水
害
、

大
規
模
災
害
発
生
時
に
自
宅
や
職
場
か
ら
現

場
に
駆
け
つ
け
、
消
火
や
救
助
活
動
を
行
い

ま
す
。
そ
の
身
分
は
、
非
常
勤
特
別
職
の
地

方
公
務
員
と
し
て
市
の
条
例
で
定
め
ら
れ
て

い
て
、「
ま
ち
の
安
心
安
全
を
守
る
」
と
い
う

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
精
神
で
活
動
し
て
い
ま
す
。

消
防
団
の
強
み

　

近
年
、
局
地
的
な
豪
雨
や
台
風
、
地
震
な

ど
に
よ
る
災
害
が
全
国
で
多
発
し
て
い
ま
す
。

災
害
が
発
生
し
た
時
、
地
形
や
道
路
網
、
世

帯
状
況
な
ど
、
地
域
の
実
情
を
熟
知
す
る
消

防
団
員
の
存
在
は
非
常
に
重
要
で
す
。
４
月

に
発
生
し
た
熊
本
地
震
で
は
、
警
察
の
救
助

隊
や
自
衛
隊
が
到
着
す
る
前
か
ら
住
民
を
救

出
し
た
り
、
陥
没
し
た
危
険
な
道
を
回
避
す

る
よ
う
呼
び
か
け
た
り
と
、
消
防
団
の
持
つ

強
み
を
発
揮
し
ま
し
た
。

　

本
市
で
も
、
消
防
団
は
平
成
25
年
台
風
18

号
災
害
や
平
成
26
年
８
月
豪
雨
災
害
時
に
、

消
防
署
や
自
衛
隊
な
ど
関
係
機
関
と
連
携
し

て
救
助
活
動
を
行
い
ま
し
た
。
ま
た
、
平
常

時
に
は
、
災
害
対
応
の
訓
練
や
機
材
の
整
備

点
検
、
防
火
啓
発
な
ど
、
地
域
の
防
災
力
向

上
の
た
め
に
さ
ま
ざ
ま
な
活
動
を
し
て
い
ま

す
。

大正分団　秋季訓練
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　福知山市消防団は、365日昼夜を問わず地域の安心安全を守
る活動をしています。災害時はもちろんのこと、平常時は地
域の中でできることを何でもやっていくことが大切だと考え
ています。私が活動していた佐賀分団は、昔から小学校の運
動会で午後の競技のトリを務め、消防団のPRを行っています。
消防団としての任務を果たすだけではなく、地域における組
織の一つとして、地域活動に積極的に関わっていくことが非
常に重要だと考えています。
　今年9月には、平成26年8月豪雨災害時の活動が評価され、
防災功労者内閣総理大臣表彰を受賞しました。重みのある賞
を受賞することができましたが、平成25年台風18号災害、平
成26年8月豪雨災害で被災された人たちが、たくさんおられる
ことを忘れてはいけません。
　近年では、若手団員の確保が課題の一つとなっています。
消防団員による勧誘活動を行っていますが、それだけでは限
界があります。若手団員には、友人や職場の仲間にやりがい
や活動内容をどんどん発信してほしいと呼びかけています。
そのために、若手団員とのコミュニケーションを大切にして
います。団員一人ひとりが消防団のことを考えることで、よ
り一層地域に根ざした活動が可能になります。
　また、地域の皆さんから「ご苦労さん」と声をかけていた
だけると、　地域のために活動しているということを団員が再
認識できると思います。
　消防団、消防署、地域の皆さんが一丸となって、安心して
安全に暮らせるまちを作っていきましょう。

第19代福知山市消防団長

片
かた

岡
おか

　幸
こう

基
き

さん

プロフィール：
昭和62年に佐賀分団に入団。
本部班長、本部長、副分団長、
分団長を歴任し、平成22年4月
から副団長、平成28年4月から
団長に就任。

■平成28年度  おもな消防団行事
時期 行　事　内　容

４月 任命辞令交付式、幹部・新入団員研修会
消防団員特別教育操法指導科

5 月 操法統一指導会、消防団員専科教育警防科

6 月
消防団員幹部教育指揮幹部科分団指揮課程
分団長以上幹部視察研修
福知山市消防操法大会

7 月 支部指導員研修会、京都府消防操法大会

8 月 機関員研修会

9 月 福知山市地域防災訓練
丹波地方消防連絡協議会幹部研修会

10 月 秋季訓練、丹波地方消防連絡協議会女性消
防団員活動意見交流会

11 月 秋季訓練、秋季全国火災予防運動

12 月 消防車庫点検、年末警戒

1 月 消防出初式、幹部研修会
文化財消防訓練

2 月 春の地域消防訓練と総会

3 月 春の地域消防訓練と総会　
春季全国火災予防運動

他にも、毎月１日防火の日の広報や車両・機械器具の
日常点検、災害に備えて分団毎に各種訓練・研修会な
どを実施しています。

■福知山市消防団年齢構成 （10月末現在）
20代  136人  7%

30代
617人
33%

40代
855人
46%

50代
217人
12%

60代以上  47人  2%

団
員
一
人
ひ
と
り
が
地
域
の
要
と
し
て
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全
国
で
は
約
２
３
、０
０
０
人
の
女
性
消
防

団
員
が
活
動
し
て
い
ま
す
。
本
市
で
も
、
21

人
が
所
属
し
、
予
防
啓
発
や
広
報
活
動
、
災

害
現
場
活
動
な
ど
を
行
っ
て
い
ま
す
。

消防出初式
時＝平成29年1月8日（日）
　　午前8時30分～ 11時20分頃まで
所＝厚生会館・御霊公園・広小路通り・
　　音無瀬橋上流左岸
※由良川右岸河川敷運動場駐車場をご利用ください。
　会場までシャトルバスを運行します（午前10時まで）
内容＝車両展示、訓練披露、分列行進、
　　　一斉放水　など
問合＝消防本部（TEL24-0119・FAX22-5458）

消防団員募集 !
今、あなたの“ちから”が必要です。
　会社員や自営業など、職業や性別を問わず、さ
まざまな人が参加しています。
　年々消防団員が減少している今こそ、地域防災
の要となる消防団活動への参加をお願いします。
入団資格＝市内に居住、在学または勤務されてい
る18歳以上の人（高校生は除く）
○活動に必要な活動服などを支給します。
○年報酬と出動手当てを支給します。また、５年
以上活動した場合は、退職報償金を支給します。
○活動中に負傷などをした場合は、条例により補
償します。
入団の手続き＝地域の消防団員または消防本部に
ご連絡ください。
問合＝消防本部総務課
　　　（TEL24-0119・FAX22-5458）

一
斉
放
水
見
学
場
所

音無瀬橋

由　

良　

川

堤　
　

防

新
町
通
り

城
下
通
り

●
商工会議所商工会議所

●
ポッポランドポッポランド
2号館2号館

規制区間規制区間

●
商工会議所

●
ポッポランド
2号館

広小路通り

厚生会館

御霊公園

通行止め時間:午前１０時２０分～１１時１０分規制区間

一斉放水実施場所

消防出初式

女
性
団
員
も
活
躍
中
！

　私も夫も雲原出身であることや、既に女性団
員が入団されていたこともあり、誘いを受けたこ
とをきっかけに、平成26年に夫婦で雲原分団に
入団しました。
　しかし、入団して数カ月後に妊娠し、なかなか
訓練に参加できない日が続きました。また、出産
後も乳児を自宅に残すことができず、長時間の
訓練や夜間の訓練に夫婦揃って参加できません
でした。何度もこのまま在籍していて良いものか
悩みましたが、分団の皆さんから、「手がかかる
のは当たり前」、「できる範囲でいいから活動を
続けてほしい」と背中を押してもらいました。
　現在、子どもが1歳9カ月になり、日中であれば
家族に預けることができるようになったため、徐々
に通常の活動が可能になっています。
　また、通常の消防団としての活動に加えて、雲
原では「ふるさとレスキュー雲原」として、地域の
人たちと一緒にAEDや心臓マッサージの講習、
消火器の訓練などにも取り組んでいます。
　子どもには、両親が消防団員として活動してい
る姿を見て、地域の力で地域を守るということに
思いをもってもらえたらうれしいです。

　平成13年に発足した「ふくちやまファイヤー
エンジェルス」は、フラッグ（旗）を使った規律正
しく威風堂 と々した演技で消防をPRするカラー
ガード隊と、火災予防などの啓発を行うファイ
ヤーガード隊で構成しています。仕事や子育て
など、消防団活動との両立は大変ですが、みん
なで協力しながら活動しています。
　毎週火曜日に約2時間実施しているカラー
ガード隊の訓練では、退団したメンバーが駆け
つけ、子どもの面倒をみてくれることもありま
す。最近では、地域のイベントからも出演依頼を
いただくことが増えてうれしく思っています。
　また、ファイヤーガード隊の活動では、女性な
らではの視点を活かして考案した防災ベストを
さまざまな機会を通じて皆さんに紹介していて、
「これ、いいね！」との声をいただき、自分たちの
活動にやりがいを感じています。
　私たちの活動を一人でも多くの人に知っても
らうことで、消防団の存在を少しでも身近に感
じてもらえたらうれしいです。今後もより効果的
な防火防災啓発活動に力を入れていきたいと
考えています。

夫婦で消防団活動災害のないまちをめざして

曾
そ

根
ね

美
み

穂
ほ

さんと
その家族

ふ
く
ち
や
ま
フ
ァ
イ

ヤ
ー
エ
ン
ジ
ェ
ル
ス
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消防団活動を応援している事業所の一つ、（株）ヨネダ。他市の消防団を含め、9人の団員が所属しています。

私
た
ち
は

消
防
団
活
動
を

応
援
し
て

い
ま
す
！

　消防団員の活動しやすい環境作りのためには、団員を雇用し
ている事業所の理解と協力が不可欠です。消防庁では、「消防
団協力事業所表示制度」を設け、地域防災力の充実・強化を図っ
ています。
　本市でも平成24年からこの制度を導入しています。現在５
つの事業所が登録し、従業員の消防団活動を支援しています。

兄
の
姿
に
刺
激
を
受
け
る

　

入
団
し
て
今
年
で
６
年
目
に
な
り
ま

す
。
入
団
の
き
っ
か
け
は
、
地
元
の
兵

庫
県
西
脇
市
の
消
防
団
に
い
る
兄
が
出

場
し
た
操
法
大
会
を
見
に
行
っ
た
こ
と

で
し
た
。
そ
の
姿
に
刺
激
を
受
け
て
、

入
団
す
る
こ
と
を
決
め
ま
し
た
。

　

火
災
現
場
で
消
火
活
動
を
行
う
こ
と

が
任
務
の
一
つ
で
す
が
、
そ
れ
以
外
に

も
地
域
の
行
事
に
参
加
す
る
な
ど
地
域

の
人
た
ち
と
関
わ
る
機
会
が
多
く
あ
り

ま
す
。
入
団
し
て
良
か
っ
た
こ
と
、
そ

れ
は
横
の
つ
な
が
り
が
広
が
っ
た
こ
と

で
す
。

職
場
の
力
強
い
サ
ポ
ー
ト

　

勤
務
先
に
は
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
休
暇
と

い
う
制
度
が
あ
り
、
災
害
現
場
に
出
動

す
る
時
に
利
用
で
き
ま
す
。
会
社
全
体

で
消
防
団
活
動
を
応
援
し
て
く
れ
て
い

る
の
で
、
業
務
中
に
災
害
な
ど
が
発
生

し
て
も
出
動
し
や
す
い
環
境
で
す
。

　

訓
練
を
行
っ
て
い
る
時
期
に
は
、「
早

く
帰
ら
な
く
て
い
い
の
？
」
と
声
を
か
け

て
く
れ
て
、
消
防
団
活
動
に
参
加
し
や
す

い
雰
囲
気
を
作
っ
て
も
ら
っ
て
い
ま
す
。

操
法
大
会
に
出
場
し
た
時
に
は
、
職
場
の

仲
間
や
上
司
が
見
に
来
て
く
れ
ま
し
た
。

消
防
団
活
動
を
す
る
う
え
で
、
職
場
の
サ

ポ
ー
ト
は
と
て
も
心
強
い
で
す
。

藤
ふじ

井
い

　誠
まこと

さん（大正分団）

（
株
）
ヨ
ネ
ダ

　
　
　
　

代
表
取
締
役
社
長　

米よ
ね

田だ

洋よ
う

一い
ち

さ
ん

　

災
害
が
発
生
し
た
場
合
は
、
消
防
団
員
が

現
場
に
急
行
で
き
る
よ
う
職
場
全
体
で
フ
ォ

ロ
ー
す
る
体
制
を
と
っ
て
い
ま
す
。
地
域
の

皆
さ
ん
の
お
か
げ
で
仕
事
が
で
き
る
の
で
、

消
防
団
だ
け
で
は
な
く
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動

を
多
少
な
り
と
も
応
援
で
き
れ
ば
と
思
っ
て

い
ま
す
。

消防団活動を応援する事業所に表示証を
交付しています
認定基準（次のいずれかに該当）
○従業員が消防団員として相当数入団している
○従業員の消防団活動に積極的に配慮している
登録事業所
・株式会社野村佃煮 丹波三和工場
・天藤製薬株式会社・SECカーボン株式会社 京都工場
・後藤工業株式会社・株式会社ヨネダ    (10月末現在)
問合＝消防本部総務課（TEL24-0119・FAX22-5458）
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１　

市
バ
ス
の
運
行
の
経
緯
・
目
的

　

お
も
に
民
間
バ
ス
の
廃
止
路
線
を
運
行
し

て
い
た
三
和
・
夜
久
野
・
大
江
地
域
の
町
営

バ
ス
を
１
市
３
町
合
併
に
よ
り
市
バ
ス
と
し

て
引
き
継
ぎ
ま
し
た
。
市
バ
ス
は
、
地
域
内

を
移
動
す
る
生
活
路
線
と
し
て
高
齢
者
や
学

生
ら
、
自
動
車
な
ど
の
運
転
免
許
を
持
た
な

い
人
の
移
動
手
段
確
保
を
目
的
と
し
て
運
行

し
て
い
ま
す
。

２　

市
バ
ス
の
利
用
状
況

　

近
年
、
市
バ
ス
の
利
用
者
数
は
減
少
傾
向

に
あ
り
、
平
成
27
年
度
の
利
用
者
は
平
成
18

年
度
の
約
40
％
に
減
少
し
て
い
ま
す
。
少
子

高
齢
化
や
人
口
減
少
、
ス
ク
ー
ル
バ
ス
導
入

に
よ
る
児
童
の
利
用
が
少
な
く
な
っ
た
こ
と

な
ど
が
お
も
な
要
因
で
す
。

　

利
用
者
が
減
り
、
運
賃
収
入
の
減
少
、
収

支
率
の
悪
化
が
進
ん
で
い
て
、
こ
の
ま
ま
運

行
を
維
持
す
る
こ
と
が
困
難
な
状
況
で
す
。

過
去
５
年
の
利
用
者
数
の
推
移
は
次
の
と
お

り
で
す
。

市
バ
ス
の
運
行
内
容
の
見
直
し
を
検
討
し
ま
す

　
「
福
知
山
市
地
域
公
共
交
通
網
形
成
計
画
（
平
成
27
年
度
策
定
）」
の
基
本
方
針

に
よ
り
、
今
年
度
「
福
知
山
市
地
域
公
共
交
通
再
編
実
施
計
画
」
の
策
定
を
進
め

て
い
ま
す
。
こ
れ
に
基
づ
き
、
ま
ず
市
営
バ
ス
（
以
下
、
市
バ
ス
）
の
運
行
内
容

の
見
直
し
を
検
討
し
ま
す
。
再
編
に
向
け
て
、
利
用
状
況
の
把
握
や
ア
ン
ケ
ー
ト

調
査
、
沿
線
地
域
か
ら
の
意
見
な
ど
を
参
考
に
す
る
予
定
で
す
。
今
号
で
市
バ
ス

の
現
在
の
利
用
状
況
に
つ
い
て
皆
さ
ん
に
お
知
ら
せ
し
ま
す
。
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30,748人30,748人30,748人

11,192人

三和地域

夜久野地域

大江地域大江地域大江地域

平成27年度の利用状況
地　域　名 路　線　名 利用者数 便　　数 1便平均 0人便 0人運行率

三 和 地 域

細 見 線 1,763人 1,764便 1.00人 780便 44.2％
川 合 大 原 線 17,012人 1,764便 9.64人 33便 1.9％
菟 原 線 2,753人 2,352便 1.17人 1,513便 64.3％
友 渕 支 線 1,420人 1,176便 1.21人 501便 42.6％

計 22,948人 7,056便 3.25人 2,827便 40.1％

夜久野地域

直 見 線 3,797人 2,058便 1.84人 654便 31.8％
畑 線 1,770人 1,764便 1.00人 1,020便 57.8％
板生・千原線 3,837人 1,176便 3.26人 87便 7.4％

計 9,404人 4,998便 1.88人 1,761便 35.2％

大 江 地 域

二 箇 下 線 3,531人 1,827便 1.93人 439便 24.0％
大江山の家線 2,442人 2,562便 0.95人 1,292便 50.4％
南 山 線 0人 88便 0.00人 88便 100.0％
橋 谷 線 152人 96便 1.58人 19便 19.8％
小 原 田 線 178人 96便 1.85人 17便 17.7％
市 原 線 0人 100便 0.00人 100便 100.0％
北 原 線 72人 100便 0.72人 59便 59.0％

計 6,375人 4,869便 1.31人 2,014便 41.3％
市バス合計 38,727人 16,923便 2.29人 6,602便 39.0％

　年間16,923便運行していますが、１便の平均
利用者数は2.29人です。1便平均利用者数が1.0
人以下の路線もあり、そのうち１人も乗車してい
ない便は全便の39％になります。　　　
　利用がほとんどない便の時刻変更や減便などに
より利用率を上げていく必要があります。また、
バス停の位置や運行経路の変更などにより、利便

性を高めるとともに安定した運行を行い、今後も
地域の移動手段を確保する大切な公共交通として
維持していくため、運行内容の見直しを行ってい
きますので、ご理解とご協力をお願いします。
問合＝生活交通課交通対策係
　　　（TEL24-7084・FAX23-6537）

第
５
回
子
ど
も
読
書
本
の
し
お
り

コ
ン
テ
ス
ト
入
選
作
品
の
巡
回
展
示
時
＝
12
月
10
日（
土
）〜
15
日（
木
）の
図
書
館
中
央
館
の
開
館
時
間
内　

※
12
月
12
日（
月
）は
休
館
日
の
た
め
、展
示
も
お
休
み
で
す
。

所
＝
図
書
館
中
央
館
２
階
ロ
ビ
ー
（
駅
前
町
）　

問
合
＝
図
書
館
中
央
館（
TEL 

22-

３
２
２
５
・
FAX 

22-

７
１
１
８
）
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12
月
３
日
〜
９
日
は

障
害
者
週
間
で
す

障
害
者
施
策
の
基
本
的
方
向
を
定
め
る「
障
害
者
基
本
計
画
」で
は
、国
民
誰
も
が
相
互
に
人
格
と
個
性
を
尊
重
し
支
え
合
う「
共
生
社
会
」を
掲
げ
て
い
ま
す
。障
害
者
基
本
法
で
は
、

す
べ
て
の
障
害
の
あ
る
人
に
対
し
、「
何
人
も
、障
害
を
理
由
と
し
て
、差
別
す
る
こ
と
そ
の
他
の
権
利
利
益
を
侵
害
す
る
行
為
を
し
て
は
な
ら
な
い
」こ
と
を
明
ら
か
に
し
て
い
ま
す
。

本
市
で
は
、こ
れ
ら
の
趣
旨
に
あ
わ
せ
12
月
７
日（
水
）に
街
頭
啓
発
活
動
を
実
施
し
ま
す
。　

問
合
＝
社
会
福
祉
課（
TEL 
24-

７
０
１
７
・
FAX 

22-

９
０
７
３
）

平成28年12月～平成29年1月  おもな施設 年末年始の開館案内
　　　　　　　　　　　　　2016年12月　　　　　　　　　　　2017年1月

施　　設　　名 23 24 25 26 27 28 29 30 31 1 2 3 4 5 6 7 8 9
金・祝 土 日 月 火 水 木 金 土 日・祝 月・振 火 水 木 金 土 日 月・祝

市　役　所 窓　　　口 － － － ○ ○ ○ － － － － － － ○ ○ ○ － － －
市民交流プラザふくちやま 自動交付機 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ － － － － － ○ ○ ○ ○ ○ ○
ハピネスふくちやま ○ ○ ○ ○ ○ ○ － － － － － － ○ ○ ○ ○ ○ ○

福知山市民病院 外　　　来 － － － ○ ○ ○ － － － － － － ○ ○ ○ － － －
救　　　急 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

福知山市民病院大江
分院

外　　　来 － － － ○ ○ ○ － － － － － － ○ ○ ○ － － －
救　　　急 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

雲原診療所（外来） － － － ○ － ○ － － － － － － ○ － ○ － － －
休日急患診療所 ○ － ○ － － － － ○ ○ ○ ○ ○ － － － － ○ ○

環境パーク
ご み 収 集 ○ － － ○ ○ ○ － － － － － － ○ ○ ○ － － ○

ごみ持ち込み ○ － － ○ ○ ○
○
  8：30
～

15：30 

○
  8：30
～

15：30
－ － － － ○ ○ ○ － － ○

斎　　　場 火　葬　棟 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ － 午後
○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

葬　祭　棟 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ － ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
総合福祉会館 ○ ○ ○ － ○ ○ － － － － － － ○ ○ ○ ○ ○ －
夜久野町ふれあいの里福祉センター ○ ○ ○ ○ ○ ○ － － － － － － ○ ○ ○ ○ ○ ○
大江町老人福祉センター（舟越会館） － － － ○ ○ － － － － － － － － ○ ○ － － －
市民交流プラザふくちやま・中央公民館 貸し館

のみ
貸し館
のみ

貸し館
のみ ○ ○ ○ － － － － － － ○ ○ ○ 貸し館

のみ
貸し館
のみ

貸し館
のみ

三和・夜久野地域公民館 貸し館
のみ

貸し館
のみ

貸し館
のみ ○ ○ ○ － － － － － － ○ ○ ○ 貸し館

のみ
貸し館
のみ

貸し館
のみ

川口・日新・六人部・成和・北陵・大江地域公民館 － ○ ○ ○ － － － － － － － － ○ ○ ○ ○ ○ －
菟原・額田児童館 － － － ○ ○ ○ － － － － － － ○ ○ ○ － － －
その他の児童館 － ○ － － ○ ○ － － － － － － ○ ○ ○ ○ － －
人権ふれあいセンター － － － ○ ○ ○ － － － － － － ○ ○ ○ － － －
教育集会所・夜久野ふれあいプラザ ○ ○ ○ ○ ○ ○ － － － － － － ○ ○ ○ ○ ○ ○
夜久野町化石・郷土資料館 ○ ○ ○ ○ ○ － － － － － － － － ○ ○ ○ ○ ○
日本の鬼の交流博物館 ○ － ○ － ○ － － － － － － － － ○ ○ ○ ○ ○
市民体育館・市民運動場 ○ ○ ○ ○ － － － － － － － － ○ ○ ○ ○ ○ ○
三段池公園総合体育館・武道館・テニスコー
ト・多目的グラウンド・わんぱく広場 ○ ○ ○ ○

○
午後5
時まで － － － － － － － － ○ ○ ○ ○ ○

長田野体育館・長田野公園運動広場 ○ ○ ○ ○ ○ － － － － － － － ○ － ○ ○ ○ ○
温水プール ○ ○ ○ ○ － － － － － － － － － － ○ ○ ○ ○
動物園・都市緑化植物園・児童科学館 ○ ○ ○ ○ ○ － － － － － ○ ○ － ○ ○ ○ ○ ○
福知山鉄道館ポッポランド ○ ○ ○ ○ ○ ○ － － － － － － ○ － ○ ○ ○ ○
福知山城（福知山市郷土資料館）・
丹波生活衣館・佐藤太清記念美術館 ○ ○ ○ ○ － － － － － ○ ○ ○ － － － ○ ○ ○

芦田均記念館 ○ ○ ○ ○ － － － － － ○ ○ ○ － － － ○ ○ ○
治水記念館 ○ ○ ○ ○ － － － － － － － － － ○ ○ ○ ○ ○
厚生会館 ○ ○ ○ ○ ○ ○ － － － － － － ○ ○ ○ ○ ○ ○
新町文化センター － ○ ○ ○ － － － － － － － － － － ○ ○ ○ －
図書館（中央館） ○ ○ ○ － ○ ○ － － － － － － － ○ ○ ○ ○ －
図書館（三和・夜久野・大江分館） － ○ ○ － ○ － － － － － － － － － ○ ○ ○ －
大江町総合会館 ○ ○ ○ ○ ○ － － － － － － － － ○ ○ ○ ○ ○
北陵総合センター（こぶし荘） ○ ○ ○ ○ ○ ○ － － － － － － ○ ○ ○ ○ ○ ○
大呂自然休養村センター・グラウンド
ゴルフ場 ○ ○ ○ ○ － ○ － － － － － － ○ ○ ○ ○ ○ ○

里の駅みたけ ○ ○ ○ ○ － ○ ○ AM○
PM－ － － － ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

緑の里交流センター（無人） ○ ○ ○ ○ ○ ○ － － － － － － ○ ○ ○ ○ ○ ○
夜久野高原温泉ほっこり館・夜久野荘・
やくの一道庵・やくの本陣 ○ ○ ○ ○ ○ － ○ ○ ○ ○ ○ ○ － ○ ○ ○ ○ ○

やくの花あずき館 ○ ○ ○ ○ ○ － ○ － － － － － － ○ ○ ○ ○ ○
やくの木と漆の館 ○ ○ ○ ○ ○ － － － － － － － － ○ ○ ○ ○ ○
やくのベゴニア園 ○ ○ ○ ○ ○ － － － － － － － － ○ ○ ○ ○ ○
鬼力亭・大雲塾舎 ○ ○ ○ － ○ － － － － － ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
大雲記念館 ○ ○ ○ － － － － － － － － － － － ○ ○ ○ ○
大江山グリーンロッジ・鬼瓦工房 ○ ○ ○ － ○ ○ － － － － － － ○ ○ ○ ○ ○ ○
大江町和紙伝承館 ○ ○ ○ － － － － － － － － － － － － ○ ○ ○
防災センター ○ ○ ○ ○ － － － － － － － － － ○ ○ ○ ○ ○
※三和荘、市営福知山駅北口・南口広場駐車場、市営福知山駅東・西駐輪場、福知山上下水道サービスセンター（株）は休まず営業しています。
※大雲記念館の見学は5日前までに鬼力亭・大雲塾舎へ予約をお願いします。

○ 開館(営業)
ー 休館(休業)
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昭和小学校2年生

平成28年度　人権と平和に
関する標語  応募作品より

　

年
末
年
始
の
準
備
に
追
わ
れ
る
こ
の
時
期

は
、
日
々
の
忙
し
さ
か
ら
、
防
犯
に
対
す
る

意
識
が
薄
れ
や
す
く
な
り
ま
す
。
ま
た
、
年

末
に
は
外
出
や
現
金
を
扱
う
機
会
が
多
く
な

り
、
こ
れ
に
付
け
込
ん
で
、
忍
び
込
み
や
車

上
狙
い
な
ど
の
犯
罪
の
発
生
が
懸
念
さ
れ
ま

す
。

　
「
自
分
は
大
丈
夫
」
と
油
断
せ
ず
、「
自
分

も
狙
わ
れ
て
い
る
か
も
し
れ
な
い
」
と
の
意

識
を
持
っ
て
生
活
す
る
よ
う
に
し
ま
し
ょ

う
。特

殊
詐
欺
に
遭あ

わ
な
い
た
め
に

○
「
コ
ン
ビ
ニ
で
ギ
フ
ト
カ
ー
ド
や
ポ
イ
ン

ト
カ
ー
ド
を
購
入
し
て
番
号
を
連
絡
す
る

よ
う
に
」「
還
付
金
が
あ
る
の
で
Ａ
Ｔ
Ｍ

で
手
続
き
を
す
る
よ
う
に
」
な
ど
と
い
う

電
話
は
詐
欺
を
疑
い
ま
し
ょ
う
。

○
子
ど
も
や
孫
か
ら
「
電
話
番
号
が
変
わ
っ

た
」
な
ど
と
連
絡
が
あ
れ
ば
、
変
更
前
の

携
帯
に
連
絡
し
ま
し
ょ
う
。

○
ゆ
う
パ
ッ
ク
、
レ
タ
ー
パ
ッ
ク
、
宅
配
便

で
現
金
を
送
る
よ
う
言
わ
れ
た
ら
、
詐
欺

を
疑
い
ま
し
ょ
う
。

○
一
人
で
考
え
ず
、
一
旦
冷
静
に
な
っ
て
家

族
や
友
人
に
相
談
し
ま
し
ょ
う
。

○
自
分
は
大
丈
夫
と
思
わ
ず
、
日
頃
か
ら
家

族
み
ん
な
で
対
策
を
考
え
て
お
き
ま
し
ょ

う
。

忍
び
込
み
に
遭
わ
な
い
た
め
に

○
寝
る
前
に
は
、
確
実
に
戸
締
り
を
し
ま

し
ょ
う
。

○
風
呂
場
や
ト
イ
レ
な
ど
の
小
窓
や
二
階
の

窓
も
必
ず

を
か
け
ま
し
ょ
う
。

○
ゴ
ミ
出
し
な
ど
の
短
時
間
の
外
出
で
も
、

出
入
口
に
は
必
ず

を
か
け
ま
し
ょ
う
。

○
不
審
な
車
や
不
審
者
を
見
か
け
た
ら
、
す

ぐ
に
警
察
に
通
報
し
ま
し
ょ
う
。

車
上
狙
い
に
遭
わ
な
い
た
め
に

○
短
時
間
で
も
、
自
動
車
か
ら
離
れ
る
と
き

は
必
ず

を
か
け
ま
し
ょ
う
。

○
現
金
、
貴
重
品
、
か
ば
ん
な
ど
車
内
に
物

を
置
い
た
ま
ま
に
し
な
い
よ
う
に
し
ま

し
ょ
う
。

○
窓
ガ
ラ
ス
の
破
壊
や
衝
撃
、
不
正
な
ド
ア

の
開
閉
に
反
応
す
る
警
報
ブ
ザ
ー
な
ど
の

盗
難
防
止
装
置
を
設
置
し
ま
し
ょ
う
。

問
合
＝

福
知
山
市
生
活
安
全
推
進
協
議
会
事
務
局　

　
（
生
活
交
通
課
住
民
生
活
係

　

TEL 

24
‐
７
０
２
０
・
FAX 

23
‐
６
５
３
７
）

福
知
山
警
察
署
（
TEL 

22
‐
０
１
１
０
）

　

年
末
特
有
の
慌
た
だ
し
さ
や
飲
酒
の
機
会

の
増
加
、
さ
ら
に
は
積
雪
・
凍
結
な
ど
に
よ

り
重
大
事
故
の
発
生
が
懸
念
さ
れ
ま
す
。
市

民
一
人
ひ
と
り
が
交
通
安
全
に
つ
い
て
考

え
、
交
通
ル
ー
ル
の
遵
守
と
正
し
い
交
通
マ

ナ
ー
の
向
上
に
取
り
組
み
、
交
通
事
故
防
止

の
徹
底
を
図
り
ま
し
ょ
う
。

【
ス
ロ
ー
ガ
ン
】

　
「
年
の
瀬
の

　
　
　

は
や
る
心
に　

ブ
レ
ー
キ
を
」　

【
重
点
項
目
】

・
高
齢
者
の
交
通
事
故
防
止

・
自
転
車
の
安
全
な
利
用
の
推
進
（
特
に
夕

暮
れ
か
ら
夜
間
の
ラ
イ
ト
の
点
灯
と
反
射

材
の
貼
付
）

・
飲
酒
運
転
の
根
絶

・
二
輪
車
の
交
通
事
故
防
止

・
横
断
中
の
歩
行
者
の
交
通
事
故
防
止

【
お
も
な
取
組
み
】

・
街
頭
啓
発

・
年
末
の
交
通
事
故
防
止
市
民
大
会

時
＝
12
月
12
日
（
月
）
午
後
１
時
30
分
〜

所
＝
大
江
町
総
合
会
館
イ
ベ
ン
ト
ホ
ー
ル

（
大
江
町
中
央
）

問
合
＝
福
知
山
市
交
通
対
策
協
議
会
事
務
局

（
生
活
交
通
課
交
通
対
策
係

　

TEL 

24-
７
０
８
４
・
FAX 

23-

６
５
３
７
）

年
末
特
別
警
戒
実
施
中

〜
安
心
で
安
全
な
年
末
を
〜

年
末
の
交
通
事
故
防
止
府
民
運
動

12
月
11
日（
日
）〜
31
日（
土
）

入札参加申込時の必要書類＝
入札参加申込書、住民票またはそれにかわる証明書、
納税証明書（市税の滞納がない証明）
申込受付＝12月19日（月）まで
申込方法＝必要書類を資産活用課に持参。
　　　　　※送付の場合は受付期限内に必着
入 札 日＝12月26日（月）　
入札場所 ＝市役所入札室（旧本館１階）
落札者の決定＝予定価格以上で最高価格を入札され
た人を落札者とします。
問合＝資産活用課（TEL24-7068・FAX23-6537）

市有地を入札で販売します

物件名称 所在 面積 (㎡ ) 予定価格

駅前町
駅前町
458番
外 1筆

915.93 39,110,211

※物件の詳細については、資産活用課にお問い合
わせください。市ホームページにも掲載してい
ます。
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は
、
国
民
健
康
保
険
料
・
介
護
保
険
料
（
い
ず
れ
も
普
通
徴
収
分
・
第
７
期
分
）、
後
期
高
齢
者
医
療
保
険
料
（
普
通
徴
収
分
・
第
６
期
分
）、
固
定
資
産
税
・
都
市
計
画
税
（
い

ず
れ
も
第
４
期
分
）
の
納
期
限
日
で
す
。
■
保
険
課
国
保
料
係
（
TEL 

24-

７
０
１
９
）
■
高
齢
者
福
祉
課
介
護
保
険
係
（
TEL 

24-

７
０
１
３
）
■
保
険
課
高
齢
者
医
療
係
（
TEL 

24-

７
０
１
８
）

■
税
務
課
資
産
税
係
（
TEL 

24-

７
０
２
５
）　

■
代
表
FAX 

23-

６
５
３
７

12
月
28
日
（
水
）
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成
年
後
見
に
関
す
る

専
門
職
相
談
会

時
＝
12
月
15
日
（
木
）
午
後
1
時
〜
3
時
（
担
当
専
門
職
：
司
法
書
士
）
※
前
日
の
午
後
４
時
ま
で
に
電
話
か
フ
ァ
ク
ス
で
申
込
ん
で
く
だ
さ
い
。（
先
着
2
人
）　

所
＝
総
合
福
祉
会
館
（
内
記
二
丁
目
）　

問
合
＝
福
知
山
市
成
年
後
見
セ
ン
タ
ー
（
福
知
山
市
社
会
福
祉
協
議
会
内
）
TEL 

25-

３
２
１
１
・
FAX 

24-

５
２
８
２
）

　

動
物
を
飼
う
こ
と
は
、
動
物
の
大
切
な
命

を
預
か
る
こ
と
で
す
。

　

飼
い
主
に
は
、
動
物
が
快
適
・
健
康
に
暮

ら
せ
る
よ
う
に
す
る
責
任
が
あ
り
ま
す
。
ま

た
、
人
と
動
物
が
共
に
生
き
て
い
け
る
社
会

を
つ
く
る
た
め
に
も
、
モ
ラ
ル
や
ル
ー
ル
を

守
り
ま
し
ょ
う
。

飼
い
主
の
み
な
さ
ん
へ

守
っ
て
欲
し
い
５
つ
の
こ
と

①
動
物
の
習
性
を
正
し
く
理
解
し
、
最
後
ま

で
責
任
を
も
っ
て
飼
い
ま
し
ょ
う
。

②
ふ
ん
・
尿
を
き
ち
ん
と
始
末
し
、
他
人
へ

迷
惑
を
か
け
な
い
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。

③
む
や
み
に
繁
殖
さ
せ
な
い
よ
う
に
し
ま

し
ょ
う
。

④
動
物
の
感
染
症
に
つ
い
て
知
り
、
健
康
管

理
に
つ
と
め
ま
し
ょ
う
。

⑤
マ
イ
ク
ロ
チ
ッ
プ
や
名
札
を
活
用
し
、
所

有
者
を
明
ら
か
に
し
ま
し
ょ
う
。

◆
飼
い
犬
・
飼
い
猫
が
い
な
く
な
っ
た
場
合

は
、
保
健
所
や
警
察
署
で
保
護
さ
れ
て
い
る

場
合
が
あ
る
の
で
、
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
な
ど
で

ご
確
認
く
だ
さ
い
。（
保
健
所
に
保
護
さ
れ

た
場
合
は
、市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
も
迷
い
犬
・

猫
情
報
と
し
て
掲
載
し
て
い
ま
す
）

◆
新
し
く
犬
を
飼
わ
れ
た
時
、
す
で
に
飼
わ

れ
て
い
る
犬
が
死
亡
し
た
時
、
転
入
、
転
出
、

譲
渡
さ
れ
た
時
は
必
ず
生
活
交
通
課
、
ま
た

は
各
支
所
へ
届
け
て
く
だ
さ
い
。

※
犬
の
飼
い
主
の
み
な
さ
ん
へ
※

　

脱
走
し
た
飼
い
犬
が
人
を
咬
み
、
重

傷
を
負
わ
す
事
故
が
、
他
市
で
発
生
し

ま
し
た
。

　

飼
い
犬
の
脱
走
を
防
ぐ
た
め
、
普
段

つ
な
い
で
い
る
リ
ー
ド
が
劣
化
し
て
い

な
い
か
、
柵
が
破
損
し
て
い
な
い
か
、

点
検
を
お
願
い
し
ま
す
。

　

ま
た
、
リ
ー
ド
を
付
け
な
い
散
歩
や
、

放
し
飼
い
も
大
変
危
険
で
す
。
い
か
な

る
事
情
が
あ
っ
て
も
絶
対
に
し
な
い
で

く
だ
さ
い
。

問
合
＝
生
活
交
通
課
住
民
生
活
係　

　
（
TEL 

24
‐
７
０
２
０
・
FAX 

23
‐
６
５
３
７
）

ペ
ッ
ト
を
飼
っ
て
い
る

　
　
　
　

み
な
さ
ん
へ

9

イラスト提供／
よこおかみほさん

生活にお困りの場合は
「くらしの資金」の活用を！

　災害による被災や病気、失業などで日常生活
にお困りになった場合に、皆さんが利用できる
よう随時貸付けを行っています。
貸付内容＝
・貸付額：1世帯あたり12万円以内
・貸付日：申請日から約3週間後に貸付
貸付条件＝
・無利子、無担保、保証人不要
・返済の期限は貸付けの日から２年以内
・返済の方法は口座振替による分割払
貸付対象者＝　
・住民票を本市に３カ月以上置く世帯主または同
一世帯内における生計維持者

・借入後も引き続き本市に居住が見込める者　
対象となる場合＝
・1年以内に世帯の生計を支える者が解雇などをさ
れた場合

・1年以内に世帯の生計を支える自営業を廃業した場合
・6カ月以内に傷病で新たに7日以上の入院をした者
・6カ月以内に世帯の生計を支える者が死亡した場
合など

※貸付制度の償還未払いの人や生活保護被保護者
など、貸付の対象外となる場合があります。

問合＝社会福祉課自立支援係
　　　（TEL24-7094・FAX22-6610）

平成29年度 放課後児童クラブ利用申請受付
対象＝就労や病気などの理由で保護者らが昼間家
庭にいない小学生
※利用は登録制、月ごとに使用料が必要です。
受付期間＝12月5日（月）～ 16日（金）
利用可能日＝平成29年4月1日（土）以降
必要書類＝利用申請書・勤務証明書など昼間に児童
を見守れないことを証明する書類
※申請書類などは新1年生には自宅に郵送し、在校
児童には学校を通じて配布します。
提出先＝生涯学習課ほか
※現在利用されている児童も、平成29年4月1日以
降の利用については申請が必要です。
■市開設クラブについて
　詳しくは市ホームページをご覧ください。
■地元開設クラブ一覧
児童クラブ名 設　置　場　所
天　　津 下川口会館
上六人部 上六人部会館
上 川 口 上川口小学校
金　　谷 鴨野町集会所
佐　　賀 佐賀ふれあいセンター
中六人部 中六人部ふれあいセンター

※地元開設児童クラブの利用申請については、各放
課後児童クラブで行われる予定です。
問合＝生涯学習課
　　　（TEL24-7067・FAX24-4880）



H28（2016）.12.1　広報ふくちやま 10

■市役所本庁（TEL22-6111・FAX23-6537）■三和支所（TEL58-3001・FAX58-3013）
■夜久野支所（TEL37-1101・FAX37-5002）■大江支所（TEL56-1101・FAX56-2018）
■消　防　署（TEL22-0119・FAX22-5458）■東 分 署（TEL27-0119）■北分署（TEL33-0119）

平
成
28
年
度
「
臨
時
福
祉
給
付
金
」
お
よ
び
「
障
害
基
礎
・
遺
族
基
礎
年
金
受
給
者
向
け

年
金
生
活
者
等
支
援
臨
時
福
祉
給
付
金
」
の
申
請
受
付
期
間
を
延
長
し
ま
し
た
。

申
請
期
間
を
11
月
30
日（
水
）ま
で
と
し
て
い
ま
し
た
が
、
未
申
請
者
が
多
数
お
ら

れ
る
こ
と
か
ら
、
平
成
29
年
1
月
31
日（
火
）ま
で
延
長
し
ま
し
た
。　

問
合
＝
地

域
福
祉
課
臨
時
福
祉
給
付
金
担
当（
TEL 

24-

７
０
９
２
・
FAX 

23-

６
５
３
７
）

税務課からのお知らせ　問合＝税務課市民税係（TEL24-7024 ･ FAX23-6537）

特別徴収の推進
事業主の皆さんへ
　平成30年度から、原則として全事業者を個人住
民税の『特別徴収義務者』として指定します。住民
税の特別徴収の実施をお願いします。
○個人住民税の特別徴収とは
　個人住民税（市民税・府民税）は、納税義務者の1
月1日現在のお住まいの市町村に納付していただ
く必要があります。特別徴収とは、給与支払者（事
業主）が、所得税の源泉徴収と同じように、毎月の
給与から従業員などの個人住民税を差し引いて、
市町村に納入していただく制度です。
　法令の規定により、原則、所得税の源泉徴収義務
がある給与支払者には、特別徴収義務者として、
パート・アルバイト・役員などを含むすべての従業
員などの個人住民税を特別徴収していただくこと
が義務付けられています。
○特別徴収の利点
・個人住民税の税額計算は市町村が行うので、所
得税のように事業主の人が税額を計算したり、
年末調整をしたりする必要がありません。

・従業員が金融機関などに出向いての納付がなく
なり、払い忘れがありません。

・年税額を12回に分けて支払うため、普通徴収
（納税義務者の年４回の直接納付）より、１回
あたりの納税額が少なくなります。

○手続き
　平成29年1月31日（火）までに、平成29年度（28
年分）給与支払報告書と特別徴収する旨を記載し
た総括表を税務課市民税係へ提出してください。

セルフメディケーション税制（医療費控除の特例）
　健康の維持増進および疾病の予防のため、一定
の取り組みを行う個人（※1）が、平成29年1月1日
以降にスイッチOTC医薬品（※2）を購入した際に、
その購入費用について所得控除を受けることがで
きます。
　具体的には、平成29年1月1日から平成33年12
月31日までの間に、自己または自己と生計を一に
する配偶者その他の親族に係るスイッチOTC医
薬品を年間12,000円を超えて購入した際に、そ
の超える部分の金額（上限金額：88,000円）につい
て、所得控除を受けることができる制度です。
※1 次のいずれかを受けている人が対象です。
　　特定健康診査、予防接種、定期健康診断、
　　健康診査、がん検診
※2 要指導医薬品および一般医薬品のうち、医療用か

ら転用された医薬品が対象となります。（具体的に
は厚生労働省のWebサイトに掲載されているもの
が対象です。例：コンタック鼻炎Ｚ、ガスター 10、
ロキソニンＳなど10月17日現在1525品目）

（注意）
　従来の医療費控除とセルフメディケーション税
制（医療費控除の特例）を同時に利用することはで
きません。
　この特例は、平成29年分の確定申告（一般的な
申告書提出時期は平成30年2月16日以降）から適
用できます。平成29年1月からの医薬品購入の際
には、領収書やレシートの保管をお願いします。

定住促進住宅（大江町二俣）　
メゾネットタイプの2LDKで全30室。駐車場付。
・げん鬼保育園へ車で5分
・美鈴小学校へ徒歩5分
・大江中学校へ自転車で10分
家賃＝Ａ・Ｂ棟　33,000円　Ｃ・Ｄ棟　28,000円
入居条件（各施設共通）＝各施設の詳細、入居条件
などは、市ホームページに掲載しています。
申込書もダウンロードできます（現地案内もして
います）
申込・問合＝大江支所窓口相談係
　　　　　　（TEL56-1103・FAX56-2018）
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情報局
田
舎
暮
ら
し
を
考
え
る
「
半
農
半
Ｘ
」

セ
ミ
ナ
ー
を
東
京
で
開
催
！

半
農
半
Ｘ
研
究
所
代
表
塩し

お
見み
直な

お
紀き
さ
ん
の
講
座
や
移
住
者
の
体
験
談
、ワ
ー
ク
シ
ョッ
プ
を
通
じ
て
田
舎
暮
ら
し
や
移
住
へ
の
取
り
組
み
に
つ
い
て
学
び
ま
す
。首
都
圏
に
お
住
ま
い
の
ご
家
族
や
お
知
り
合
い
に
お
知
ら
せ
く
だ
さ
い
。

参
加
費
無
料　

時
＝
12
月
25
日（
日
）午
後
１
時
30
分
〜
午
後
４
時　

所
＝
移
住
・
交
流
情
報
ガ
ー
デ
ン（
中
央
区
京
橋
１
丁
目
１
ー
６
）Ｊ
Ｒ
東
京
駅
よ
り
徒
歩
４
分　

対
象
＝
田
舎
暮
ら
し
や
福
知
山
へ
の
移
住
に
関
心
の
あ
る
人（
定
員

40
人
）※
先
着
順　

申
込・問
合
＝
12
月
21
日（
水
）ま
で
に
、電
話・フ
ァ
ク
ス
ま
た
は
Ｅ
メ
ー
ル
で
移
住・企
業
立
地
推
進
課（
TEL 

24-

９
１
７
４
・
FAX 
24-
４
３
０
０・
Ｅ
メ
ー
ルwelcome.iju.kigyo@city.fukuchiyama.lg.jp

）

お知らせ

第10回福知山のうまいもの展

　福知山の土産、料理、農産物、スイーツなどを一
堂に集めた毎年恒例の食文化の一大イベント！
時＝12月10日（土）・11日（日）
　　午前10時～午後3時30分
所＝厚生会館（中ノ）
内容＝観光推奨土産品販売、淑徳高校スイーツ販
売、福知山高校お茶席、成美短大グルメ販売、そば
打ち体験、丹波福知山鍋・麺ゾーン、静岡県小山
町・長崎県島原市土産品販売、お弁当展、酒蔵めぐ
り試飲、地場産野菜販売など  

問合＝福知山のうまいもの展実行委員会（（一社）
福知山観光協会TEL22-2228・FAX24-4440）

第26回福知山マラソン写真展

　力走するランナーや沿道の温かい応援、ボラン
ティアスタッフの姿など、撮影班が写した福知山
マラソンの魅力ある写真を展示します。
期間＝12月21日（水）～平成29年1月31日（火）
所＝市民交流プラザふくちやま3階ギャラリー前
通路（駅前町）
※本庁舎、各支所では写真スライドショーをテレ
ビモニターで行います。
問合＝秘書課広報係
　　　（TEL24-7000・FAX24-7023）

初めてでも大丈夫！「料理ができる力」を育てよう！
『小学生クッキング教室～冬の巻～』
参加者募集

テーマ＝「伝統食にふれよう！～ミニおせち料理づくり～」
時＝12月27日（火）午前9時30分～正午
所＝中央保健福祉センター
　　（内記三丁目）
内容＝栄養士の講話、調理実習、試食
対象＝本市在住の小学生
定員＝15人（先着順）
費用＝試食材料代200円
持ち物＝エプロン・三角巾・
　　　　手ふきタオル・お茶・お箸など
申込・問合＝12月20日（火）までに電話・ファク
ス、または直接、中央保健福祉センター（TEL23-
2788・FAX23-5998）まで

人 権シリーズ これってハラスメント!?　あなた自身は大丈夫？
　最近「モラハラ」という言葉がよく使われるよ
うになってきました。「モラハラ（モラルハラス
メント）」とは身体的な暴力だけでなく、人格を
否定する発言や無視など、精神的な嫌がらせや
迷惑行為のことをいいます。
　また、日本では、地位や権力、人間関係の優位
性を用いた精神的・身体的な苦痛・嫌がらせを与
えることを「パワハラ（パワーハラスメント）」と呼
んでいます。専門知識や経験の優位性による上
下関係でも発生するため、年下から年上に対し
てなど、年齢には関係なく発生します。パワハラ
も「モラハラ」に含まれ、嫌がらせやイジメと同
様の人権侵害です。

12月4日㈰～10日㈯は人権週間です。

モラハラチェック
あなたはいくつ当てはまりますか？

モラルハラスメント　セルフチェック

□自分の意見に共感が得られないと腹が立つ
□人の良いところより、欠点を見つけてしまう
□優位に立っていないと気がすまない
□自分は特別だと思っている

　これは、ハラスメントを起こしやすい人の特
徴の例です。該当する人がすべてモラハラの加害
者ではありませんが、自分自身の日常的な行為
や言動を見つめ直し、相手に尊厳を持って行動
できるようにしましょう。
問合＝生涯学習課人権教育係
　　　（TEL24-7064・FAX24-4880）

健康増進計画
イメージ

キャラクター
「けんこウサギちゃん」
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■市役所本庁（TEL22-6111・FAX23-6537）■三和支所（TEL58-3001・FAX58-3013）
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第
44
回
音
楽
の
つ
ど
い
入
場
無
料　

時
＝
12
月
24
日（
土
）　

午
後
２
時
〜　

所
＝
ハ
ピ
ネ
ス
ふ
く
ち
や
ま　

市
民
ホ
ー
ル（
内
記
三
丁
目
）

出
演
者
＝
・M

r.

チ
ョ
ッ
プ
リ
ン（
ゲ
ス
ト
）
・
ふ
く
ち
や
ま
児
童
合
唱
団　

・
貝
谷
バ
レ
エ
団　

・
木
村
流
大
正
琴

問
合
＝
（
公
社
）
福
知
山
市
文
化
協
会
（
TEL 

22-

５
５
９
４
・
FAX 

25-

３
８
７
５
）

市府民税（普通徴収）・固定資産税・軽自動車税の納付は
便利、安心、確実な「口座振替」がおすすめです！

　本市では税の納付に支払い忘れや手間が解消される口座振替の利用をおすすめしていま
す。お申し込みいただける人は口座振替依頼書、キャッシュカードによる手続き（ペイジー）
のどちらかの方法で口座登録をお願いします。
【口座振替依頼書による手続きの場合】
○口座振替取扱金融機関
京都銀行、京都北都信用金庫、京都丹の国農業協
同組合、市内の京都農業協同組合、近畿労働金庫
福知山支店、但馬銀行福知山支店、市内の中兵庫
信用金庫、関西アーバン銀行福知山支店、但馬信
用金庫福知山支店、ゆうちょ銀行
○申込方法
上記の金融機関窓口にて申し込んでください。申
込用紙は税務課または市内各金融機関にありま
す。納税通知書に記載されている通知書番号の記
入と届出印が必要となります。

【キャッシュカードによる手続きの場合】
○手続き可能な金融機関
京都銀行、京都北都信用金庫、市内の中兵庫信用
金庫、近畿労働金庫福知山支店、関西アーバン銀
行福知山支店、ゆうちょ銀行
○申込方法
上記の金融機関のキャッシュカードをお持ちの
上、税務課または各支所の窓口で申し込んでくだ
さい。納税通知書に記載されている通知書番号の
確認が必要となります。
問合＝税務課管理証明係
　　　（TEL24-7024・FAX23-6537）

年金相談は予約が便利です！
　年金事務所では、年金受給に関する予約相談
を実施しています。内容にあったスタッフが事
前に準備の上、対応にあたるので、スムーズに
相談ができます。
○予約相談の実施時間帯
　午前8時30分～午後4時
○予約の申し込み
　ねんきんダイヤル：0570-05-1165
　電話受付時間：午前8時30分～午後5時
※いずれも、土･日･祝 12月29日～ 1月3日を
除きます。

※予約相談希望日の１カ月前から前日まで受
付しています。

※予約の際は基礎年金番号のわかる年金手帳
や年金証書をご準備してお電話ください。

問合＝舞鶴年金事務所（TEL0773-78-1165）

市道の除雪にご協力をお願いします！
　12月から積雪の状況に応じて、除雪作業を
行います。午前5時から作業を開始する予定で
すが、積雪量によっては時間を要することがあ
りますので、あらかじめご了承ください。
次のことにご協力をお願いします。
▼除雪作業の支障となるため、待避所および道
路上に車や物を置かないでください。
▼積雪により道路上にはみ出す恐れのある樹
木、竹などは、危険なので伐採してください。
▼除雪したあとの道路上に屋根から下ろした
雪、家の周りの雪を捨てないでください。

《凍結防止剤をご利用ください》
　幹線市道の橋、急な坂道、日陰など凍結しや
すい場所へ年内に凍結防止剤を配置します。

問合＝土木課（TEL24-7054・FAX23-6537）
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情報局
「
お
た
の
し
み 

福
知
山
百
人
一
首

か
る
た
大
会
」
参
加
者
募
集

時
＝
平
成
29
年
１
月
21
日（
土
）午
前
９
時
〜
午
後
４
時
30
分　

午
前
：
ち
ら
し
取
り
の
部　

午
後
：
チ
ャ
レ
ン
ジ
の
部　

所
＝
市
民
交
流
プ
ラ
ザ
ふ
く

ち
や
ま（
駅
前
町
）　

対
象
＝
小
学
生
以
上　

問
合
・
申
込
＝
１
月
13
日（
金
）ま
で
に
参
加
申
込
書
に
記
入
の
上
、郵
送
・
フ
ァ
ク
ス
、ま
た
は
メ
ー
ル
で

（
公
社
）福
知
山
市
文
化
協
会　

〒
６
２
０-

０
０
２
９ 

下
新
32　

TEL 

22-

５
５
９
４
・
FAX 
25-
３
８
７
５
・
Ｅ
メ
ー
ル:qq554h49@

air.ocn.ne.jp

シリーズ 6666666666福知山の文化財　－未来への遺産－福知山の文化財　－未来への遺産－福知山の文化財　－未来への遺産－福知山の文化財　－未来への遺産－
石造鳥居（市指定　建造物）　　　　　　　　　　　　　（字牧　一

いっ

宮
きゅう

神社）
一棟　最大幅720㎝　高さ 500㎝　柱間 395㎝　柱径 34㎝

　牧の一宮神社本殿は、この鳥居から北西に伸びる境
けい

内
だい

馬
ば

場
ば

の奥にあります。当社は、牧村を治める
ようになった牧氏・福井氏が、それまで駿

する

河
がの

国
くに

で信仰していた神社をここへ移したことが起源とされて
います。当地への遷座は800年以上前の建

けん

久
きゅう

四年(1193)と伝えられ、本殿は一間社隅
すみ

木
ぎ

入
いり

春
かす

日
が

造
づくり

で高
野山熊野社系の造りを呈しています。
　牧の一宮神社の石造鳥居は、明

みょう

神
じん

鳥
とり

居
い

と云われる中世以降に始まり最も普及した形式の鳥居です。
二本の柱はやや転

ころ

び(内側に傾いていること)、建っています。その柱足には二段の亀
かめ

腹
ばら

を設け、柱の頂
上に島

しま

木
ぎ

を渡し、島木の上に笠
かさ

木
ぎ

を重ねて、鳥居上部を構成
しています。また、笠木の鼻を襷

たすき

切り(斜めに切り落とすこと)し
て反

そり

増
まし

を加え、島
しま

木
ぎ

の鼻も襷
たすき

墨
すみ

に落とす造りは明神鳥居の形
式的特徴といえます。
　左右の柱に刻まれた銘文より、元

げん

禄
ろく

五年(1692)に建立した
ものだと分かります。一宮神社の創建から数えて、この年は創
建500年目にあたります。作者は大工「理兵衛」、この石造鳥
居は築造時期の判明する市内の石造鳥居の中で最も古く、大
きい鳥居です。
問合＝生涯学習課文化財保護係（TEL24-7065・FAX25-3080） 一宮神社の石造鳥居

福
知
山
市
広
報
特
派
員　

ド
ッ
コ
イ
セ
リ
ポ
ー
タ
ー

岡お
か　

垣が
き　

清き
よ　

己み

（
大
江
町
二
俣
二
在
住
）

元
伊
勢
内
宮
・
皇
大
神
社
あ
れ
こ
れ（
２
）

　

前
号
で
は
「
さ
ざ
れ
石
」
に
つ
い
て
書

き
ま
し
た
。
今
回
は
「
金
の
な
る
石
」
の

お
話
で
す
。「
君
が
代
」
の
歌
詞
の
「
♪
千

代
に
八
千
代
に
さ
ざ
れ
石
の
い
わ
お
と
な

り
て
」
の
部
分
、
こ
ど
も
の
頃
、
私
は
意

味
が
よ
く
分
か
ら
ず
「
〜
さ
ざ
れ
、
石
の

岩
音
鳴
り
て
」
と
長
い
間
思
い
込
ん
で
い

ま
し
た
。
メ
ロ
デ
ィ
ー
が
ゆ
っ
く
り
で
「
さ

ざ
れ
」
で
い
っ
た
ん
切
れ
、
次
に
「
石
の

い
わ
お
と
な
り
て
」
と
歌
い
ま
す
。
な
の

で
「
岩
音
が
鳴
る
」
と
勝
手
に
解
釈
し
て

い
た
の
で
す
。

　

本
題
に
も
ど

り
、
今
回
は
実

際
に
「
岩
音
」

が
鳴
る
石
に
つ

い
て
。
そ
ん
な

石
が
皇
大
神
社

の
境
内
に
入
る

左
手
前
に
あ
り

ま
す
。「
御み

門か
ど

神
社
」
と
い
う
、

小
さ
な
祠(

天

地
根
元
造
り=

高
さ
約
４
㍍
・
幅
５
㍍)

、

な
ん
と
柱
は
竹
製
。
こ
の
神
様
は
厄
神
さ

ん
で
す
。
そ
の
祠
の
そ
ば
に「
金
の
な
る
石
」

は
あ
る
の
で
す
。

　

石
造
り
の
テ
ー
ブ
ル
の
よ
う
で(

１
㍍
×

２・
５
㍍)

、
厚
さ
は
約
10
㌢
。
小
石
を
打

ち
つ
け
る
と
「
カ
ー
ン
」
と
金
属
音
。「
鐘

の
音
が
す
る
石
」と
か「
金
属
音
が
す
る
石
」

な
ら
と
も
か
く
「
金
の
な
る
石
」
は
名
前

と
し
て
お
か
し
い
で
す
。
叩
け
ば
懐
の
お

金
が
増
え
る
と
い
う
の
で
し
ょ
う
か
。「
金

の
な
る
木
」
も
あ
る
く
ら
い
で
す
か
ら
い

い
の
で
し
ょ
う
。
内
宮
さ
ん
の
不
思
議
ス

ポ
ッ
ト
の
一
つ
で
す
。

「
金
の
な
る
石
」

－ふるさとの魅力を伝えます－ 福知山リポート福知山リポート

御門神社の祠

金のなる石

反増

扁額

亀腹

笠木

島木

貫
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■市役所本庁（TEL22-6111・FAX23-6537）■三和支所（TEL58-3001・FAX58-3013）
■夜久野支所（TEL37-1101・FAX37-5002）■大江支所（TEL56-1101・FAX56-2018）
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12
月
10
日
〜
16
日
は

「
北
朝
鮮
人
権
侵
害
問
題
啓
発
週
間
」
で
す
。

北
朝
鮮
に
よ
る
日
本
人
の
拉
致
問
題
は
、
重
大
な
人
権
侵
害
で
す
。拉
致
問
題
の
解
決
を
は
じ
め
と
す
る
北
朝
鮮
に
よ
る
人
権
侵
害
問

題
へ
の
対
処
が
国
際
社
会
を
挙
げ
て
取
り
組
む
べ
き
課
題
と
さ
れ
る
中
、
こ
の
問
題
に
つ
い
て
関
心
と
認
識
を
深
め
て
い
く
こ
と
が

大
切
で
す
。　

問
合
＝
人
権
推
進
室（
TEL 

24-

７
０
２
２
・
FAX 

23-

６
５
３
７
）

みなさ～ん！今回は健康活動ポイント事業、28年度第１次抽選結果をお知らせするよ！
西村代表と伊東副市長に抽選してもらい、443人の応募の中から140人に素敵な景品を届けさせて
いただきました♪ フードカッター当選者の I さんにインタビューしたよ！！

どんな自己目標を持っているのかな？（応募ハガキより）

自分自身と向き合い、楽しく健康づくりを始めてみよう！

健康活動ポイント事業に取り組んでみた感想（応募ハガキより）

健康活動サポーター西村代表　 伊東副市長 フードカッター当選の I さん

いつもワクワクしながら
応募していましたが、今
回は本当に当選して嬉し
い！お料理やケーキ作り
に大活躍しそう♪
元気アップ教室や、ロコ
モ予防体操をしたり、血
圧・体重を計測して、健
康を意識しています。

血圧・体重を測る

ポイントが貯まるなら、検診を受け
てみようと思って初めて受けた。

パパママ学級に参加して、
とても勉強になった。

続けることは難しいけど、自分
の健康維持のため頑張れた。

健康というご褒美が
返ってくるので続けたい！

ウォーキングや教室に参加する
ようになって、友達ができた！

楽しく健康のことを考えられる
ので、いい取り組みだと思う。体操を続けていると、足が軽くな

り筋力アップしている気がする！
イベントや教室にも参加しよう
という気持ちになった。

昼休みを利用して、ウォーキング
するようになった。

禁煙できて
良かった！

ポイントが貯まることが
楽しくて、続けられた！

エレベーターを使わず階段を
使うよう意識するようになった。

目標を持って過ごしていると、一年が
あっという間に過ぎてしまいます。

自分の体調と合わせて無理せず
実施しています。

意欲的に健康を意識するように
なり、前より元気になったと思う！

定例ウォーキングも楽しみにしています。
みなさんで色んな所を歩けて楽しい！

「ありがとうポイント」の発行は
改善が見られて良いと思う。

子どもと一緒に参加できる
取り組みもあってよかった。

産後の体作りのため、子ども
と一緒に散歩を楽しめた。

ラジオ体操・テレビ体操をする 腹筋・背筋・腕立ての筋トレやストレッチをする

子どもと一緒に体を動かしたり、
ウォーキングをする

野菜料理を必ず食べる 禁煙・禁酒をする 間食を減らす

エレベーターを使わない ヨガをする

昼休みを使って、ウォーキングをする
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福知山公立大学初の学祭！
10月29日（土）

福知山最高峰の三岳山登山!!
11月18日（金）

4月に開学した福知山公立大学で初の大学祭「福
ふっきさ い

桔祭」が行われま
した。地元の高校生によるジャズバンド演奏や和太鼓のパフォー
マンス、ご当地アイドルのステージ発表、大学生による模擬店など
があり、若者や家族連れらでにぎわいました。また、同時にオープ
ンキャンパスも開催され、担当者が訪れた高校生や保護者らに大
学の魅力や特色などについて説明を行いました。

本市の最高峰・三岳山（839メートル）の登山に30人が挑戦しまし
た。午前9時から登り始め、約2時間かけて頂上に到着。頂上の少
し下にある神社で昼食をとり、午後1時に下山しました。絶好の天
気に恵まれ、色づき始めた紅葉や澄んだ青空など、景色を楽しみ
ながらの登山になりました。参加者の一人は、「頂上からの眺めも
良く、豊岡、舞鶴方面まで見えた」と感想を話しました。

防災への意識を高める！
11月6日（日）

夜久野の魅力を満喫！
11月20日（日）

防災センターがオープン5周年を迎え、未来へ輝け！絆のまち福知
山をテーマに「ふくちやま消防防災フェア」が行われました。カラー
ガード隊のフラッグ演技や消防隊員によるはしご車などを使用し
た火災救助訓練が披露されると大きな歓声があがりました。また、
起震車体験や防災品展示コーナーなどがあり、参加者らはイベン
トを楽しむだけではなく、災害への備えを学びました。

農・林・商・工、それぞれの特色をいかした「第31回夜久野農林商
工祭」が、道の駅農匠の郷やくので行われ、家族連れらでにぎわい
ました。会場には、地元産のそばや新鮮な旬の農産物、鹿肉ソー
セージなどを販売する模擬店が並び、来場者は夜久野の幸を満喫
しました。また、チェーンソーアートの実演やじゃがいものつかみ取
り、ビンゴゲームなど、さまざまな催しが行われました。

まちかどウォッチング

自分たちで作った藍液で藍染体験！
11月18日（金）

地域の伝統を学ぼうと、庵我小学校3年生17人が藍染めを体験しました。苗植え
や乾燥葉の収穫などの作業を経て、ようやくできた自然の藍液を使用。福知山藍
同好会4人の指導で、白く模様を残す部分にビー玉を巻きつけたり、洗濯バサミで
挟んだりしたガーゼタオルを藍液につける作業を3回繰り返しました。吉

よし

見
み

由
ゆう

雅
が

く
んは、「苗から育ててきて、藍染めができて楽しかった」と話しました。
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　段ボールに地元の佐賀地区の風景を描いている野田恒幸さん。段ボールの独特の質感と風味
に魅かれ、8年ほど前からキャンバスとして利用しています。11月6日（日）に佐賀会館で開
かれた佐賀地区ふれあい祭りで、今年の3月から描き始めた佐賀の風景画58作品を展示しまし
た。「ふるさと100景」をめざし、絵を描く野田さんに話を伺いました。

第43回「野
の

田
だ

恒
つ ね

幸
ゆ き

さん」

仕
上
が
り
を
イ
メ
ー
ジ
し
な
が
ら

　

中
学
生
の
時
に
美
術
の
授
業
で
狩か

野の
う

永え
い

徳と
く

の

襖
絵
を
見
て
衝
撃
を
受
け
た
。「
自
分
も
何
か
作

品
を
描
き
た
い
と
思
う
よ
う
に
な
り
、そ
の
後
、

独
学
で
水
彩
画
や
墨
絵
な
ど
を
描
く
よ
う
に

な
っ
た
」と
絵
に
興
味
を
抱
い
た
時
の
こ
と
を

振
り
返
る
。

　

段
ボ
ー
ル
に
描
き
始
め
る
よ
う
に
な
っ
た
の

は
、今
か
ら
8
年
ほ
ど
前
。綾
部
市
内
の
会
社
に

勤
務
し
て
い
た
時
、機
械
の
部
品
な
ど
を
梱
包

し
た
段
ボ
ー
ル
が
き
れ
い
な
状
態
の
ま
ま
廃
棄

さ
れ
る
の
を
見
て
、何
か
に
利
用
で
き
な
い
か

と
思
っ
た
こ
と
が
き
っ
か
け
だ
っ
た
。

　

会
社
の
許
可
を
得
て
持
ち
帰
り
、段
ボ
ー
ル

を
キ
ャ
ン
バ
ス
と
し
て
絵
を
描
い
て
み
る
こ
と

に
し
た
。質
の
良
い
段
ボ
ー
ル
は
表
面
に
コ
ー

テ
ィ
ン
グ
が
施
さ
れ
て
い
る
た
め
、「
一
度
色
を

塗
っ
て
も
、水
を
ふ
く
ま
せ
た
タ
オ
ル
で
拭
け

ば
色
が
落
ち
て
、何
度
で
も
塗
り
直
す
こ
と
が

で
き
る
」と
利
点
を
発
見
し
た
。ま
た
、段
ボ
ー

ル
に
は
茶
系
の
色
が
つ
い
て
い
る
た
め
、下
地

の
色
と
絵
具
が
混
ざ
り
合
っ
て
、よ
り
深
み
の

あ
る
色
合
い
に
な
る
こ
と
に
も
魅
了
さ
れ
た
。

「
こ
の
色
を
塗
る
と
仕
上
が
り
は
こ
う
な
る
な

と
イ
メ
ー
ジ
し
な
が
ら
描
く
こ
と
が
楽
し
い
」

と
話
す
。

待
ち
遠
し
か
っ
た
秋
が
や
っ
て
き
た

　

今
年
の
3
月
か
ら
地
元
の
佐
賀
の
風
景
を
描

き
始
め
た
。知
り
合
い
を
通
じ
て
出
会
っ
た
ア

マ
チ
ュ
ア
の
画
家
か
ら
、「
１
日
１
枚
描
く
こ
と

が
大
事
。そ
う
す
れ
ば
筆
に
慣
れ
る
」と
ア
ド
バ

イ
ス
を
受
け
、１
日
１
枚
描
く
こ
と
を
目
標
に

決
め
た
。題
材
選
び
に
苦
労
し
な
い
よ
う
、地
元

の
風
景
を
テ
ー
マ
に
す
る
こ
と
に
し
た
。散
歩

中
や
車
の
運
転
中
に
見
た
風
景
を
カ
メ
ラ
で
撮

り
、そ
の
写
真
を
見
な
が
ら
自
宅
で
描
く
の
が

日
課
。毎
日
通
っ
て
い
る
道
で
も
目
線
や
角
度

を
少
し
変
え
る
だ
け
で
、見
慣
れ
た
景
色
と
は

違
う
景
色
が
そ
こ
に
あ
っ
た
。地
元
を
描
い
て

み
て
、「
良
い
場
所
だ
な
と
改
め
て
感
じ
た
」。

　

３
月
か
ら
描
き
始
め
た
風
景
画
は
、10
月
末

時
点
で
58
作
品
に
な
っ
た
。「
農
作
業
な
ど
も
あ

り
、目
標
と
し
て
い
た
1
日
1
枚
は
描
け
て
い

な
い
」と
苦
笑
い
。11
月
6
日
に
佐
賀
会
館
で
行

わ
れ
た
佐
賀
ふ
れ
あ
い
祭
り
で
、作
品
の
展
示

を
行
っ
た
。

　

四
季
の
中
で
一
番
好
き
な
季
節
は
秋
。「
佐
賀

小
学
校
の
グ
ラ
ウ
ン
ド
周
辺
に
あ
る
イ
チ
ョ
ウ

や
モ
ミ
ジ
な
ど
の
紅
葉
が
き
れ
い
な
時
期
が
も

う
じ
き
く
る
の
で
楽
し
み
」と
話
す
。目
標
と
す

る『
ふ
る
さ
と
１
０
０
景
』に
向
け
て
、制
作
意

欲
は
ま
す
ま
す
高
ま
る
。

段
ボ
ー
ル
キ
ャ
ン
バ
ス
に
ふ
る
さ
と
佐
賀
の
風
景
画作品は、小学校の通学路や

のどかな水田などがある 太さの違う筆を使い分けて段ボールに描く


